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　栄誉ある “ビッグワン” を冠せられた第1装甲列車。しかしながらその火力は貧弱で、当初は防盾付き2㎝高射砲1
門、オランダ製鹵獲4.7㎝砲1門を搭載した無蓋貨車2両がすべてであった。最後尾にポーランド製鹵獲ドライジーネ
（装甲トロッコ）を連結増強しているところが涙ぐましい。

　第3装甲列車も最初は貧弱な武装であったが、1940年春から夏にかけて強力なライメタル社製試作40.8口径7.5㎝
カノン砲搭載の火砲車両2両が増強された。オープントップ式の砲塔は十角形で独特な形をしている。なお、このカノ
ン砲を搭載したハーフトラック式の試作自走砲が数両製作されている。
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１　
戦
時
応
急
鉄
道
装
甲
列
車
１
９
４
２
年
型（
Ｂ
Ｐ
42
）の
開
発

　

１
９
４
２
年
ま
で
に
開
発
さ
れ
た
ド
イ
ツ
軍
の
鉄
道
装
甲
列
車

（Pz

：Eisenbahn Panzerzug

）
は
、
ド
イ
ツ
製
の
鉄
道
保
安
列

車
の
改
修
型
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
製
あ
る
い
は
チ
ェ
コ
製
の
鹵
獲
装
甲
列
車
、

そ
れ
に
対
ソ
戦
用
に
緊
急
に
開
発
し
た
簡
易
型
「
装
甲
列
車
１
９
４

１
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
装
甲
列
車
は
Ｐ
ｚ
１
～
Ｐ
ｚ
７
、
Ｐ

ｚ
９
～
Ｐ
ｚ
11
、
Ｐ
ｚ
21
～
Ｐ
ｚ
31
ま
で
の
装
甲
列
車
番
号
が
冠
せ
ら

れ
、
そ
の
ほ
か
に
線
区
保
安
列
車〝
シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ン
〟と〝
ブ
リ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
〟を
改
修
・
改
称
し
た
Ｐ
ｚ
51
お
よ
び
Ｐ
ｚ
52
が
在
籍
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
装
甲
列
車
は
、
初
期
の
戦
訓
で
い
ず
れ
も
防
御
力
が
弱
い

上
に
攻
撃
力
も
不
充
分
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
搭
載
歩
兵
数

や
小
火
器
の
強
化
、
列
車
か
ら
の
分
遣
部
隊
の
戦
闘
力
向
上
、
強
力
な

火
砲
や
高
射
砲
の
搭
載
な
ど
の
改
善
が
急
務
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
以
下
の
強
化
策
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
装
甲
列
車
が
開

発
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
１
９
４
２
年
１
月
に
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
（
ブ
レ
ス

ラ
ウ
）
の
リ
ン
ケ
・
ホ
フ
マ
ン
社
に
開
発
が
委
託
さ
れ
、
こ
れ
は
戦
時

応
急
鉄
道
装
甲
列
車
１
９
４
２
年
型
（
Ｂ
Ｐ
42
）
と
呼
称
さ
れ
た
。

▼
Ｂ
Ｐ
42
の
改
善
事
項

・
機
関
銃
、
手
榴
弾
な
ど
の
武
装
強
化

・
38
（
ｔ
）
戦
車
２
両
を
標
準
搭
載

・
搭
載
工
兵
部
隊
が
火
焰
放
射
器
や
爆
薬
な
ど
携
行

・
ソ
連
製
鹵
獲
76
・
２
㎜
野
砲
２
門
を
装
備

・
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
ス
コ
ダ
）
製
鹵
獲
10
㎝
榴
弾
砲
14
／
19
（
ｐ
）
型

　

２
門
を
装
備

・
４
連
装
２
㎝
高
射
砲
２
門
を
装
備

編
成
図
1-1　

BP42の
構
成
と
搭
載
兵
装

❶
 先
導
車
両
 
  

　
　
 
×
2 （
前
/後
）  

    【ド
イ
ツ
製
オ
ー
プ
ントッ

プ
式
低
床
貨
車
】

❷
 戦
車
運
搬
車
両
  

 
×
2 （
前
/後
）  

    【
38（
t）戦
車
 ×
各
１
】

❸
 装
甲
砲
兵
お
よ
び
高
射
砲
車
両
    ×

2 （
前
/後
） 

    【
4連
装
2㎝
高
射
砲
 ×
各
1　
ソ
連
製
鹵
獲
76.2㎜

野
砲
 ［
7.62㎝

 F.K.295/1（
r）］ ×

各
1】

❹
 装
甲
指
揮
車
両
  

 
×
2 （
前
/後
） 

    【
歩
兵・工

兵
混
合
の
各
1個
小
隊
搭
載
】

❺
 装
甲
砲
兵
車
両
  

 
×
2 （
前
/後
）  

    【
ポ
ー
ラ
ンド（

ス
コ
ダ
）製
10㎝

榴
弾
砲
w
z.14/19（

p） ×
1】 （
1両
は
炊
事
室
、1両

に
は
医
療
室
が
付
属
）

❻
 装
甲
機
関
車
   

　
 

×
1 （
炭
水
車
付
）     【ド

イ
ツ
製
蒸
気
機
関
車
57型

】
❼
 増
強
炭
水
車
   

　
 

×
1

戦
時
応
急
鉄
道
装
甲
列
車
1942年

型（
BP42）

❶
            ❷

             ❸
              ❹

            ❺
                 　

  ❻
               ❼

           ❺
              ❹

             ❸
              ❷

            ❶
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　ドイツ軍が大火力、防御力、指揮通信能力を有する近代的な装甲列車を持つのは、BP42の一番列車である第61
装甲列車が配備された1942年12月23日以降のことであった。写真は1942 ／ ‘43年の冬に撮影された最新鋭の第
61装甲列車の勇姿。

　BP44とBP42の大きな相違点は、ドイツ製10.5㎝軽榴弾砲の採用とⅣ号戦車（長砲身型）砲塔を搭載した装甲砲
兵車両などの増強である。BP44の見慣れた写真であるが、撮影時期は1944年春と思われる。
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が
鉄
道
の
治
安
維
持
と
保
安
任
務
を
担
っ
て
い
た
。

　

１
９
４
２
年
10
月
末
に
Ｐ
ｚ
21
が
東
部
戦
線
に
抽
出
さ
れ
る
と
、
そ

の
代
替
と
し
て
改
造
強
化
さ
れ
て
軍
務
に
復
帰
し
た
ば
か
り
の
チ
ェ
コ

製
鹵
獲
装
甲
列
車
由
来
の
第
25
装
甲
列
車
（
Ｐ
ｚ
25
）
が
配
属
さ
れ
た
。

こ
の
Ｐ
ｚ
22
と
Ｐ
ｚ
25
の
コ
ン
ビ
は
、
以
後
長
き
に
わ
た
っ
て
１
９
４

４
年
ま
で
フ
ラ
ン
ス
を
含
め
た
広
大
な
西
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鉄
道
線
区
の

治
安
維
持
任
務
を
地
道
に
行
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
後
の
１
９
４
４
年
７
月
10
日

に
は
新
鋭
の
第
32
装
甲
列
車
（
Ｐ
ｚ
32
）
が
配
置
さ
れ
、
さ
ら
に
イ
タ

リ
ア
へ
投
入
さ
れ
て
い
た
第
24
装
甲
列
車
（
Ｐ
ｚ
24
）
が
フ
ラ
ン
ス
へ

と
移
動
し
て
増
強
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
線
区
保
安
列
車

や
保
安
補
助
列
車
等
の
簡
易
装
甲
列
車
に
つ
い
て
も
数
多
く
が
投
入
さ

れ
て
い
る
。（
＊
2
）

（
１
）
第
22
装
甲
列
車
（
Ｐ
ｚ
22
）　

　

Ｐ
ｚ
22
の
前
身
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
戦
役
で
無
傷
で
鹵
獲
さ
れ
た
第
54
装

甲
列
車
〝
グ
ロ
ズ
ヌ
イ
（G

rozny

）〟
で
あ
る
。

　

こ
の
列
車
の
原
型
は
１
９
１
９
年
８
月
に
就
役
し
た
第
22
装
甲
列
車

〝
グ
ロ
ズ
ヌ
イ
・
シ
ェ
ロ
キ
〟 

で
あ
り
、
１
９
１
９
年
～
'20
年
に
勃
発

し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ソ
連
戦
役
の
際
、
１
９
１
９
年
７
月
に
ポ
ー
ラ
ン

ド
軍
が
キ
ー
ヴ
ェ
ル
ツ
ィ
で
鹵
獲
し
た
ソ
連
軍
装
甲
列
車
の
車
両
や
資

材
を
使
用
し
て
製
造
さ
れ
た
も
の
で
、
事
実
上
ソ
連
製
の
装
甲
列
車
で

あ
っ
た
。 

　

こ
の
戦
訓
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
装
甲
列
車
Ｂ
Ｐ
42
の
登
場
に
よ
り
、

ド
イ
ツ
製
装
甲
列
車
の
戦
闘
能
力
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
重
量
が
増
加
し
た
た
め
、
装
甲
に
つ
い
て
は
対
Ｓ
ｍ
Ｋ
（
硬
質
弾

芯
付
き
小
銃
弾
）
仕
様
の
30
㎜
厚
で
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

Ｂ
Ｐ
42
の
製
造
は
突
貫
工
事
で
行
な
わ
れ
、
第
一
次
量
産
Ｂ
Ｐ
42

（
Ｐ
ｚ
61
～
Ｐ
ｚ
66
）
は
１
９
４
２
年
12
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
に
部

隊
配
置
が
完
了
し
た
。
第
二
次
量
産
Ｂ
Ｐ
42
（
Ｐ
ｚ
67
～
Ｐ
ｚ
72
）
は

資
材
不
足
で
生
産
が
遅
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
１
９
４
３
年
12
月
ま
で
に

部
隊
配
置
が
行
な
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
１
９
４
４
年
以
降
に
製
造
す
る
装
甲
列
車
は
、
さ
ら
に
改

良
さ
れ
た
戦
時
応
急
鉄
道
装
甲
列
車
１
９
４
４
年
型
（
Ｂ
Ｐ
44
）
が
採

用
さ
れ
、
Ｐ
ｚ
73
～
Ｐ
ｚ
82
ま
で
が
終
戦
ま
で
に
完
成
し
て
戦
闘
に
投

入
さ
れ
た
。
し
か
し
Ｐ
ｚ
83
と
Ｐ
ｚ
84
に
つ
い
て
は
、
１
９
４
５
年
２

月
に
、
戦
況
悪
化
に
伴
っ
て
製
造
中
止
と
な
っ
て
い
る
。（
＊
1
）

　

な
お
、
そ
の
由
来
に
よ
り
Ｂ
Ｐ
42
お
よ
び
Ｂ
Ｐ
44
の
い
ず
れ
に
も
属

さ
な
い
準
Ｂ
Ｐ
42
仕
様
の
装
甲
列
車
が
１
両
（
１
編
成
）
だ
け
存
在
す

る
が
、
そ
れ
が
今
回
の
主
人
公
で
あ
る
第
32
装
甲
列
車
（
Ｐ
ｚ
32
）
で

あ
る
。

２　
西
部
戦
線
の
装
甲
列
車

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
１
９
４
１
年
４
月
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
製
鹵
獲
装
甲
列

車
由
来
の
第
21
装
甲
列
車
（
Ｐ
ｚ
21
）
と
第
22
装
甲
列
車
（
Ｐ
ｚ
22
）
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こ
の
装
甲
列
車
の
装
甲
砲
兵
車
両
２
両
に
つ
い
て
は
当
初
オ
ー
プ
ン

ト
ッ
プ
式
で
あ
っ
た
が
、
１
９
２
０
年
３
月
17
日
に
オ
レ
フ
ス
ク
で
鹵

獲
さ
れ
た
ソ
連
第
56
装
甲
列
車
〝
コ
ミ
ュ
ナ
ー
ル
〟
の
76
・
２
㎜
野
砲

搭
載
の
ツ
イ
ン
（
連
装
）
砲
塔
型
装
甲
砲
兵
車
両
１
両
、
１
９
２
０
年

８
月
12
日
に
鹵
獲
さ
れ
た
ソ
連
第
１
０
４
装
甲
列
車
〝
イ
ミ
ニ
ャ
・
カ

ル
ラ
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
タ
〟
の
76
・
２
㎜
野
砲
搭
載
単
砲
塔
型
装
甲
砲

兵
車
両
１
両
に
リ
プ
レ
ー
ス
さ
れ
た
。
さ
ら
に
１
９
２
０
年
10
月
以
降

に
は
76
・
２
㎜
野
砲
搭
載
単
装
砲
塔
型
は
ツ
イ
ン
砲
塔
型
の
装
甲
砲
兵

車
両
へ
変
更
さ
れ
、
76
・
２
㎜
野
砲
３
門
か
ら
４
門
へ
と
火
力
強
化
が

行
な
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
２
３
年
か
ら
１
９
２
４
年
に
か
け
て
近
代
化
改
修
が

行
な
わ
れ
、
さ
ら
に
１
９
２
９
年
か
ら
１
９
３
０
年
代
に
か
け
て
は
標

準
化
改
修
に
よ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
製
資
機
材
へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
が
行
な

わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
蒸
気
機
関
車
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
製
Ｔ
ｉ
３
型
、
兵

装
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
製
10
㎝
榴
弾
砲
ｗ
ｚ
・
14
／
19
（
ｐ
）
型
１
門
、
７
・

５
㎝
軽
野
砲
ｗ
ｚ
・
02
／
26
（
ｐ
）
型
３
門
、
ｗ
ｚ
・
08
重
機
関
銃
な

ど
に
置
き
換
え
ら
れ
て
ソ
連
製
火
器
は
一
掃
さ
れ
た
。
ま
た
、
対
空
機

関
銃
、
無
線
装
置
な
ど
の
通
信
設
備
が
追
加
さ
れ
、
当
時
と
し
て
は
強

力
な
火
力
を
有
す
る
優
秀
な
装
甲
列
車
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。（
＊
３
）

　

そ
し
て
、
１
９
３
０
年
代
後
半
に
な
る
と
現
役
か
ら
退
い
て
、
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
予
備
役
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
と
の

緊
張
が
高
ま
っ
た
１
９
３
９
年
８
月
に
軍
務
に
復
帰
し
、
第
54
装
甲
列

　1920年夏頃に撮影されたと推察される “グロズヌイ”。まだ近代化改修前でオリジナルのオープントップ式ソ連製
76.2㎜砲のままである。列車側面にはマーキングとその下に “Grozny” の称号が確認できる。砲塔下部のポーランド
語は「我々は創造、殺略、繁栄する」と読める。
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車
〝
グ
ロ
ズ
ヌ
イ
〟
と
し
て
第
２
装
甲
列
車
戦
隊
の
一
部
を
構
成
し
た
。

（
＊
４
）

　

第
２
装
甲
列
車
戦
隊
の
戦
闘
序
列
を
編
成
図
１-

２
に
示
す
。

　

１
９
３
９
年
９
月
１
日
、
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
作
戦
が
発
起

さ
れ
る
と
、〝
グ
ロ
ズ
ヌ
イ
〟
は
オ
ジ
ェ
シ
ェ
付
近
で
ド
イ
ツ
第
３
歩

兵
師
団
と
最
初
の
戦
闘
を
行
な
っ
た
。
さ
ら
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
23
歩
兵

師
団
／
第
73
歩
兵
連
隊
／
第
Ⅱ
大
隊
を
掩
護
し
て
、
コ
ビ
ウ
ル
に
お
い

て
ド
イ
ツ
第
23
歩
兵
師
団
を
迎
撃
し
た
。

　

翌
日
、
戦
闘
は
激
化
し
た
。
指
揮
官
の
リ
プ
チ
ン
ス
キ
ー
大
尉
は
積

載
さ
れ
た
タ
ン
ケ
ッ
テ
（
Ｔ
Ｋ-

３
）
に
乗
車
し
て
偵
察
中
に
戦
死
を

遂
げ
、
代
わ
っ
て
ク
レ
サ
大
尉
が
指
揮
官
と
な
っ
た
。

　

戦
闘
が
三
日
目
に
な
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
は
シ
ュ
ツ
ァ
コ
バ
ま
で

撤
退
し
、
９
月
４
日
に
は
〝
グ
ロ
ズ
ヌ
イ
〟
は
戦
闘
集
団
〝
ヤ
グ
ミ
ン
〟

の
側
面
掩
護
を
行
な
っ
て
砲
撃
戦
を
展
開
し
、
こ
の
戦
闘
で
炭
水
車
が

命
中
弾
を
受
け
た
。
ま
た
、
ト
ゥ
ネ
ル
駅
付
近
で
ド
イ
ツ
軍
自
動
車
化

部
隊
と
交
戦
し
、
そ
の
後
、
霧
の
な
か
で
停
車
中
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
側

の
タ
ン
ケ
ッ
テ
〝
ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ
（
Ｔ
Ｋ-

３
を
鉄
道
軌
道
走
行
用
に

改
装
し
た
装
甲
ト
ロ
ッ
コ
）〟
と
衝
突
し
て
損
壊
し
た
と
す
る
記
録
も

あ
る
。

　

翌
日
、〝
ク
ロ
ズ
ヌ
イ
〟
の
タ
ン
ケ
ッ
テ
は
偵
察
任
務
中
、
ド
イ
ツ

第
27
歩
兵
師
団
の
工
兵
部
隊
と
遭
遇
し
て
こ
れ
と
交
戦
。
午
後
に
は
ク

ラ
ク
フ
へ
移
動
し
て
砲
兵
部
隊
と
合
流
し
た
。 

編成図1-2　ポーランド第2装甲列車戦隊の編成（1939年8月）

ポーランド第2装甲列車戦隊
”）kełazsraM yzswreiP（ クェウャシルマ・シフルエピ“ 車列甲装15第

”）kyzcdusłiP（ クェチゥドスウピ“ 車列甲装25第

 ”）yłaimŚ（ イウアミュシ“ 車列甲装35第

”）ynzorG（ イヌズログ“ 車列甲装45第

”）ikcawołG zsotraB（ キワォウグ・ュシトルバ“ 車列甲装55第

【参考】第7装甲列車“ピウツスキー”の編成（第54装甲列車“グロズヌイ”とほぼ同等）

タンケッテ搭載車両
タンケッテ搭載車両▲
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　“ピウスドゥチェク” と “シュミアウイ” の原型は、1918年11月にクラクフ近郊で鹵獲されたオーストリア・ハンガリ
ー帝国軍の装甲列車である。この写真は前者のもので撮影時期・場所ともに不明であるが、特徴的な装甲砲兵車両と
“ピウスドゥチェク” の称号とマーキングが確認できる。

　1942年に西フランス方面で撮影されたPz22の貴重な写真。手前が装甲砲兵車両、後方が装甲歩兵車両である。
ご覧のとおりポーランド製の7.5㎝軽野砲wz.02/26（p）へ換装されており、砲塔もカーゼマット方式を採用し強化さ
れている（注：中央の黒い斑点はオリジナル写真の汚れである）。
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と
っ
て
、
垂
涎
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

〝
グ
ロ
ズ
ヌ
イ
〟
の
火
力
車
両
と
装
甲
機
関
車
を
用
い
て
新
編
成
さ
れ

た
装
甲
列
車
は
、
第
22
装
甲
列
車
（
Ｐ
ｚ
22
）
と
呼
称
さ
れ
て
１
９
４

０
年
７
月
10
日
に
部
隊
配
属
が
行
な
わ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
製

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
車
両
は
少
な
く
、
装
甲
歩
兵
車
両
の
み
が
ド
イ
ツ
製
で
、

残
り
は
す
べ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
製
車
両
が
占
め
て
い
た
。
編
成
図
１-

３

に
Ｐ
ｚ
22
の
構
成
と
搭
載
兵
装
の
内
訳
を
示
す
。

　

そ
の
後
、
Ｐ
ｚ
22
は
１
９
４
１
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
ク
ル
ー
ゾ
に

あ
る
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
社
工
場
に
て
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
が
行
な
わ
れ
、
装

甲
強
化
と
ド
イ
ツ
製
の
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
式
低
床
貨
車
に
２
㎝
高
射
砲

を
搭
載
し
た
装
甲
高
射
砲
車
両
２
両
が
追
加
さ
れ
た
。
さ
ら
に
１
９
４

４
年
初
め
ま
で
に
装
甲
機
関
車
は
フ
ラ
ン
ス
製
１
４
０
Ｃ
型
に
交
換
さ

れ
、
無
線
設
備
が
追
加
。
単
砲
身
２
㎝
高
射
砲
は
４
連
装
２
㎝
高
射
砲

　

９
月
７
日
に
な
る
と
、〝
グ
ロ
ズ
ヌ
イ
〟
は
東
方
の
タ
ル
ヌ
フ
へ
後

退
し
よ
う
と
し
た
が
、
途
中
の
ド
ゥ
ナ
イ
ェ
ツ
河
に
架
か
る
橋
が
爆
破

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ド
イ
ツ
第
２
戦
車
師
団
の
先
鋒
が
迫

る
な
か
、
ク
レ
サ
大
尉
は
ビ
ャ
ド
リ
ニ
・
シ
ュ
ラ
ヘ
ツ
キ
エ
駅
で
〝
グ

ロ
ズ
ヌ
イ
〟
を
放
棄
す
る
よ
う
下
令
し
、
乗
員
は
爆
薬
で
機
関
車
を
損

傷
さ
せ
、
搭
載
機
関
銃
を
取
り
外
し
て
列
車
か
ら
離
れ
た
。

　

乗
員
は
そ
の
後
、
一
部
は
前
日
に
渡
河
で
き
た
第
51
装
甲
列
車
〝
ピ

エ
ル
フ
シ
・
マ
ル
シ
ャ
ウ
ェ
ク
〟
と
合
流
し
て
ミ
エ
レ
ツ
方
面
へ
脱
出

す
る
一
方
で
、
ほ
か
の
乗
員
は
作
戦
集
団
〝
ポ
レ
シ
ェ
〟
に
受
容
さ
れ

て
歩
兵
と
し
て
戦
闘
を
継
続
し
た
。（
＊
５
）

〝
グ
ロ
ズ
ヌ
イ
〟
を
鹵
獲
し
た
ド
イ
ツ
軍
は
、
損
傷
が
軽
度
な
こ
と
か

ら
修
復
し
て
ド
イ
ツ
装
甲
列
車
と
し
て
再
使
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
れ
は
貧
弱
な
装
甲
列
車
し
か
装
備
し
て
い
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
軍
に

編
成
図
1-3　

第
22装

甲
列
車（
Pz22）の

構
成
と
搭
載
兵
装（
1940年

7月
当
時
）

❶
先
導
車
両
  

 
  ×
2（
前
/後
） 

 
【
ポ
ー
ラ
ンド
製
大
型
オ
ー
プ
ントッ

プ
式
低
床
貨
車
】

❷
小
型
装
甲
砲
兵
車
両
  
  ×
1（
後
） 

 
【
ポ
ー
ラ
ンド
製
7.5㎝

軽
野
砲
w
z.02/26（

p） ×
1（
ポ
ー
ラ
ンド
製
車
体
）】

❸
装
甲
指
揮
車
両
  

  ×
1（
後
） 

 
【
ポ
ー
ラ
ンド
製
車
両
 （
旧
ポ
ー
ラ
ンド
第
52装

甲
装
甲
列
車
“ピ
ウ
ソド
ゥ
チ
ェ
ク
”）】

❹
装
甲
機
関
車（
炭
水
車
付
） ×
1 

 
 

【
ポ
ー
ラ
ンド
製
Ti3-4型

“54651”号
車
 （
旧
ポ
ー
ラ
ンド
第
54装

甲
列
車
“グ
ロ
ズ
ヌ
イ
”）】

❺
装
甲
歩
兵
車
両
  

  ×
1（
前
） 

 
【
ド
イ
ツ
製
内
部
装
甲
化
貨
車
 （
旧
オ
ッ
ペ
ル
ン
線
区
保
安
列
車
）】

❻
装
甲
砲
兵
車
両
  

  ×
1（
前
） 

 
【
ポ
ー
ラ
ンド
製
7.5㎝

軽
野
砲
w
z.02/26（

p）ツ
イ
ン
砲
塔
 （
旧
ポ
ー
ラ
ンド
第
54装

甲
列
車
“グ
ロ
ズ
ヌ
イ
”）】

第
22装

甲
列
車（
Pz22）

❶
          　

 ❷
              ❸

          　
　
　
　
  ❹
            　

　
  ❺
                  ❻

               　
  ❶
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ド
イ
ツ

ポ
ー
ラ
ン
ド

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

ベ
ー
メ
ン
・
メ
ー
レ
ン

保
護
領

N0
40km

タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ェ
・
グ
ル
ィ

リ
ブ
ニ
ク

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

（
チ
ェ
コ
）

オ
ジ
ェ
シ
エ

テ
ィ
ヒ

カ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ

フ
シ
ャ
ヌ
フ

ボ
ル
ブ
ロ
ム

イ
ェ
ン
ド
ジ
ェ
ユ
フ

ミ
エ
フ
フ

ク
シ
ェ
シ
ョ
ビ
ツ
ェ

ビ
ス
ワ
河

ピ
ン
チ
ュ
フ

ブ
ス
コ
・
ズ
ド
ロ
イ

ミ
エ
レ
ツ

ド
ン
ブ
ロ
ヴ
ァ
・
タ
ル
ノ
フ
ス
カ

ビ
ャ
ド
リ
ニ
・
シ
ュ
ラ
ヘ
ツ
キ
エ

デ
ン
ビ
ツ
ァ

タ
ル
ヌ
フ

ボ
フ
ニ
ャ

ク
ラ
ク
フ

ス
カ
ビ
ナ

ヴ
ァ
ド
ヴ
ィ
ツ
ェ

ビ
ャ
ワ

ビ
エ
ル
ス
コ

マ
ク
フ
・
ポ
ト
ハ
ラ
ン
ス
キヨ
ル
ダ
ヌ
フ

ミ
シ
レ
ニ
ツ
ェ

レ
マ
ノ
バ

ゴ
ル
リ
ツ
ェ

ノ
ビ
・
ソ
ン
チ

：
第
54
装
甲
列
車
“グ
ロ
ズ
ヌ
イ
”移
動
経
路

：
第
５
１
装
甲
列
車
“ピ
エ
ル
フ
シ
・
マ
ル
シ
ャ
レ
ク
”移
動
経
路

：
“グ
ロ
ズ
ヌ
イ
”放
棄
位
置

ノ
ビ
・
タ
ル
ク

1939年
9月
1日
〜
9月
7日
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
54装

甲
列
車
“グ
ロ
ズ
ヌ
イ
”
作
戦
図
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場
で
組
み
立
て
ら
れ
、
第
23
装
甲
列
車
（
Ｐ
ｚ
23
）
～
第
25
装
甲
列
車

（
Ｐ
ｚ
25
）
と
命
名
さ
れ
、
１
９
４
０
年
３
月
に
部
隊
配
属
さ
れ
た
。

　

Ｐ
ｚ
25
の
構
成
は
編
成
図
１-

５
（
16
ペ
ー
ジ
）
に
示
す
よ
う
な
も

の
で
あ
り
、
当
時
の
貧
弱
な
ド
イ
ツ
製
装
甲
列
車
と
比
較
す
る
と
火
力

は
優
秀
で
あ
っ
た
が
、
ニ
ッ
ケ
ル
鋼
鈑
と
は
い
え
装
甲
厚
が
僅
か
８
㎜

し
か
な
く
、
さ
ら
に
チ
ェ
コ
製
蒸
気
機
関
車
は
小
型
で
防
御
力
と
走
行

性
に
不
安
を
残
し
て
い
た
。

　

な
お
、
主
砲
の
チ
ェ
コ
製
７
・
５
㎝
山
砲
ｖ
ｚ
28
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
軍
用
に
製
造
輸
出
し
て
い
た
山
砲
で
あ
り
、
ス
コ
ダ
野
砲
Ｄ
28

の
通
称
を
持
つ
小
型
軽
量
の
優
秀
な
火
砲
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
面
白
い
こ
と
に
、
Ｐ
ｚ
23
～
Ｐ
ｚ
25
は
１
９
４
０
年
８
月
の

段
階
で
除
籍
さ
れ
て
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
（
現
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー

へ
と
換
装
さ
れ
て
、
高
射
砲
車
両
の
装
甲
も
強
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
戦

車
運
搬
車
両
２
両
が
追
加
さ
れ
、
38
（
ｔ
）
戦
車
１
両
と
パ
ナ
ー
ル
装

甲
偵
察
車
１
両
が
積
載
さ
れ
た
。

　

１
９
４
４
年
当
初
の
Ｐ
ｚ
22
の
構
成
は
編
成
図
１-

４
の
と
お
り
で

あ
る
。（
＊
６
）

（
２
）
第
25
装
甲
列
車
（
Ｐ
ｚ
25
）

　

１
９
３
９
年
３
月
に
チ
ェ
コ
を
併
合
し
た
ド
イ
ツ
は
、
プ
ラ
ハ
近
郊

の
ミ
ー
ロ
ヴ
ィ
ツ
ェ
に
お
い
て
、
装
甲
列
車
用
と
し
て
大
量
の
資
材
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
戦
闘
用
装
甲
列
車
５
両
（
編
成
）

分
と
訓
練
用
装
甲
列
車
1
両
（
編
成
）
分
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
軍
を
大
い

に
喜
ば
せ
た
。

　

こ
の
資
材
を
使
っ
て
装
甲
列
車
３
両
が
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
工

編
成
図
1-4　

第
22装

甲
列
車（
Pz22）の

構
成
と
搭
載
兵
装（
1944年

当
時
）

❶
先
導
車
両
 

 
  ×
2（
前
/後
） 

 
【
ド
イ
ツ
製
オ
ー
プ
ントッ

プ
式
低
床
貨
車
】

❷
高
射
砲
車
両
 
 

  ×
2（
前
/後
） 

 
【
4連
装
2㎝
高
射
砲
 ×
各
1 （ド

イ
ツ
製
オ
ー
プ
ントッ

プ
式
車
両
）】

❸
先
導
車
両
  

 
  ×
2（
前
/後
） 

 
【
ポ
ー
ラ
ンド
製
大
型
オ
ー
プ
ントッ

プ
式
低
床
貨
車
】

❹
小
型
装
甲
砲
兵
車
両
  
  ×
1（
後
） 

 
【
ポ
ー
ラ
ンド
製
7.5㎝

軽
野
砲
w
z.02/26（

p） ×
1 （
ポ
ー
ラ
ンド
製
車
体
）】

❺
装
甲
歩
兵
車
両
  

  ×
1（
後
） 

 
【
ド
イ
ツ
製
内
部
装
甲
化
貨
車（
旧
オ
ッ
ペ
ル
ン
線
区
保
安
列
車
）】

❻
装
甲
機
関
車（
炭
水
車
付
）  ×
1 
 

 
【
フ
ラ
ン
ス
製
140C

型
】

❼
装
甲
指
揮
車
両
  

  ×
1（
前
） 

 
【
ポ
ー
ラ
ンド
製
車
両
 （
旧
ポ
ー
ラ
ンド
第
52装

甲
装
甲
列
車
“ピ
ウ
ソド
ゥ
チ
ェ
ク
”）】

❽
装
甲
砲
兵
車
両
  

  ×
1（
前
） 

 
【
ポ
ー
ラ
ンド
製
7.5㎝

軽
野
砲
w
z.02/26（

p）ツ
イ
ン
砲
塔
 （
旧
ポ
ー
ラ
ンド
第
54装

甲
列
車
“グ
ロ
ズ
ヌ
イ
”）】

※
1944年

6月
ま
で
に
戦
車
運
搬
車
両
 ×
2（
前
/後
）を
増
強
　
 

 【
38（
t）戦
車
 ×
各
1、パ

ナ
ー
ル
装
甲
偵
察
車
 ×
各
1】

第
22装

甲
列
車（
Pz22）

❶
          ❷

              ❸
          　

 ❹
    　

　
  ❺
                 　

 ❻
               　

    ❼
　
　
　
　
　
　
  ❽
　
　
　
　
　
　
  ❸
　
　
　
　
　
❷
　
　
  ❶
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